
服薬指導箋

ビムパット ドライシロップを服用される
患者さんとご家族の方へ

山本 仁 先生聖マリアンナ医科大学 特任教授・てんかんセンター 顧問監修

医療関係者用
中面のシートを切り離して、
患者さんへお渡しください。



飲み忘れにご注意を　次のような工夫で飲み忘れを防ぎましょう
● 時計や携帯電話（スマートフォン）のアラームをセットする。
● 冷蔵庫など家の中の目立つ場所にメモを貼る。
● カレンダーや手帳にしるしをつけて服用状況を記録する。

 お薬は服用時に水を加えてかき混ぜてから
 服用してください。
 お薬に慣れるため、少量から服用をはじめ、
 徐々に量を増やしていきます。
 主治医の指示に従って決められた量を服用してください。
 ご自身の判断でお薬の量を増やしたり、減らしたりしないでください。
 （発作が長期間抑制され、脳波も正常化した場合には、お薬の量を少なくできることもあります。）

ビムパット ドライシロップの服用方法
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ビムパットドライシロップを服用される患者さんとご家族の方へ



体調の変化を感じた場合や、
気になる症状があらわれた場合、服用の方法がわからない時などは

主治医や薬剤師に相談するようにしてください。

※小さいお子様は、うまく自分の症状を説明できない場合もあります。いつもと違う様子がみられる場合は注意してください。

 副作用があらわれてもご自身の判断でお薬の服用をやめないで、
 主治医や薬剤師に相談してください。

めまい 眠気 ふるえ 　嘔吐

ビムパット ドライシロップ服用により、めまい、
眠気、ふるえ、嘔吐などが起こることがあります。
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